
令和４年度 行政評価結果の概要

本市では実施する事業について、「妥当性」「有効性」「効率性」の視点を中心とした評価

により、今後の事業の方向性を検討し、新たな事業の実施や既存の事業の改善・改革を

推進しています。

評価結果の公表は、前期・後期の２回に分けています。前期では施策の評価結果まで

の内容を公表し、後期では事業の評価結果を含む全ての内容を公表しています。

令和４年度に実施した行政評価結果の概要は、以下のとおりです。

【評価対象事業】

・ 継続事業及び補正新規事業

令和４年度当初予算として予算化した事業及び令和４年度補正予算として予算化

した事業

・ 新規事業

令和５年度当初予算として新たに予算化し実施する予定の事業

【令和４年度の評価事業数】 ※括弧内は、令和３年度の評価事業数

550 事業（552 事業）

・ 継続事業及び補正新規事業 540 事業（544 事業）

・ 新規事業 10 事業（8事業）

【令和４年度の最終評価別事業数】 ※括弧内は、令和３年度の評価事業数

・ ２次評価 532 事業（536 事業）

・ 評価調整委員会 8事業（11 事業）

・ 都市経営戦略会議 10 事業（5事業）

※ ２次評価は、各事業担当部長が行いました。

※ 評価調整委員会では、令和４年度補正予算又は令和５年度当初予算として予算化しようとする事業の方向性

が「新規」又は「拡充」の事業について、企画政策部長をはじめとする委員により、事業内容を審査し、採択・不

採択の評価を行いました。

（参考）評価調整委員会委員…（会長）企画政策部長、（副会長）総務部長、財政部長、都市整備部長、

総務課長、財政課長、人事課長

※ 都市経営戦略会議では、市長へのプレゼン実施により提案され、令和５年度当初予算にて予算化しようとする

事業の方向性が、「新規」又は「拡充」の事業について、市長をはじめとする委員により、事業内容を審査し、採択・

不採択の評価を行いました。

（参考）都市経営戦略会議委員…市長、副市長、大村市理事、大村市技監、企画政策部長、総務部長、

財政部長、都市整備部長

※ 市長へのプレゼン実施により提案された事業のみ、都市経営戦略会議において最終評価を行いました。



◇継続事業及び補正新規事業

方向性 事業数

現状維持 501

拡充 23

その他の見直し 6

縮小 4

終期設定 0

終了・廃止・他事
業に統合

6

合計 540

○「拡充」とした主な事業

・乳幼児・妊婦健康診査事業

・こども家庭センター事業

・子ども医療費助成事業

・待機児童解消緊急保育士確保事業

・法定予防接種等接種事業（成人用）

・成年後見制度利用促進事業

・市有林の育成及び活用等による林業の振興事業

・特産品販路開拓事業

○「その他の見直し」とした主な事業

・奨学金事業

・住民主導型地域活性化事業

○「縮小」とした主な事業

・子育て世代包括支援センター事業

・社会保障・税番号制度推進事業

○「終了・他事業に統合」とした主な事業

・三城保育所園舎整備事業

・環境基本計画策定事業

◇新規事業として採用した主な事業
・幼児教育センター運営事業

・おおむら中小企業DX推進事業

・大村版統合型移動案内サービス事業

・電動アシスト自転車購入費補助事業

・窓口受付支援システム構築事業

・デジタル地形図作製事業

・新体育文化施設基礎調査事業
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